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伝 健 ー
染
病
予
防

市
民
の
保
健
衛
生
と
一お
う
点
に
つ

い
て
は
、
市
に
於
て
も
.
そ
の
施
策
に
つ
い

て
充
分
考
慮
、
を
払
っ
て
い
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
昭
和
二
十
六
年
度

合
併
前
の
町
村
時
代
に
於
け
る
予
算
計
上
額
か
ら
比

較
一
し
て
み
る
と
、

一
町
十

一
ケ
村
の
昭
和
二
十
六
年
度
に
於
け
る
保
健
衛
生
費
の
合
計
決
算
額
は
二
五
八
余

万
円
で
あ
っ
て
、
昭
和
二
十
八
年
の
合
併
後
の
決
算
額
四
一

九
余
万
円
に
比
ベ
ボ

約
半
分
で
あ
り
、
昭
和
二
十
八
年
の
八
五
五
余
方
円
と
昭
和
二
十
九
年
度
決
算
額

三
九
八
余
万
円
と
比
較
す
る
と
い
か
に
市
民
の
保
健
生
街
と
一五
ふ
点
に
力
が
也
刈

れ
て
い
る
か
が
窺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。

然
も
市
民
の
保
健
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
綜
合
病
院
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
昭
和

二
十
九
年
度
に
は
全
予
算
の
約
一
割
弱
に
当
る
額
を
さ
い
て
市
民
病
院
の
建
設

を
予
定
し
た
が
、
幸
い
昨
年
暮
に
は
、
労
働
省
に
於
て
国
立
の
労
災
綜
合
病
院
が

北
陸
三
県
の
う
ち
か
ら
魚
津
が
選
ば
れ
、
そ

の
工
事
額
約
二
億
円、

設
備
費
約
二

億
円
と
合
計
約
四
憶
に
も
上
る
立
波
な
白
出
五
階
建
の
綜
合
病
院
が
加
政
六
郎
丸

地
区
に
近
く
着
工
を
み
る
こ
と
に
な
り
、
今
秋
か
ら
一

部
診
療
が
開
始
さ
れ

る

予
定

で
あ
っ
て
、
市
民
が
受
け
る
医
療
施
設
と
し
て
役
立
つ
こ
と
で
あ
り
ま
し

ょ
う
。
以
下
保
健
衛
生
に
つ
い
て
、
項
を
追
っ
て
一
記
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
伝
染
病
の
発
生
を
防
止
の
た

一
テ
リ
ア
、
腸
パ
ラ
チ
プ
ス
、種

一

め
に
毎
年
百
円
セ
キ
、
ヂ
フ

一

痘

等
定
期
予
防
接
種
を
実
施

報広市津魚(要22ZLZ諮)

M 
d) 

在 者し
はのて
原 発い
者 生 ま
をしす
黒 たが
音1)場
厚 合伝
生はさた
病 、病

院現 患

均

常
がゐ
白

《住
υ~九

り亨
宅局巴
JE墨
j主鴎
~ 

、‘，，
a
唱・
a

，，.
1
 

寸三Ll二ン¥J11:] し、，‘
之、

日
本
カ
ー
バ
イ
ド
病
院

等
に
委
託
収
容
し
、
医

療
費
は
全
額
を
市
で
負

担
し
て
い
る
状
況
で
、

患
家
及
び
附
近
の
消
毒

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

患
者
の
医
療
費
に
つ
い

て
は
.
昭
和
舟

一
年
度

か
ら
は
薬
価
及
び
食
糧

費
の
一
郎
を
、
そ
の
世
帯
の

所
得
に
応
じ
‘
負
担
し
て
戴

く
こ
と
を
考
慮
し
て
い
ま
す

伝
染
病
発
生
死
亡
状
況
は

昭
和
二
十
七
年
度

発

生

者

二

三
人

死

亡

者

四

人

昭
和
二
十
八
年
度

発

生

者

四

O
人

死
亡
者

九
人

昭
和
二
十
九
年
度

発
生
者
一
一

人

死
亡
者

三

人

昭
和
三
十
年
度
(
二
月
末
〉

発
生
者
一

四
人

死

亡

者

四

人

と
な
っ
て
お
り
‘
漸
次
死
亡
者

の
獄
少
を
み
て
い
る
こ
と
は
荒
川

ば
し
い
次
第
で
す
。

二
、
そ
按
昆
虫
駆
除

生
活
環
境
を
良
く
し
、
伝
染

病
の
発
生
と
防
止
の
た
め
.

ね
ず
み
、
蚊
‘

ハ
エ
等
の
駆

除
に
つ
い
て
毎
年
四
月

t
九

月
ま
で
の
問
薬
口川
の
撒
布
等

を
突
施
し
.
特
に
市
街
地
に

は
衛
生
班
を
編
成
し
て
そ
の

徹
底
駆
除
を
行

っ
て

い
ま
す

市
内
記
念
社
宅、

宮
津
.
住

吉
の
各
地
を
そ
侠
昆
虫
駆
除

モ
デ
ル
地
区
と
し
て

指

導

し、

着
々
成
果
を
上
げ
て

い

る
よ
と
は
.
市
民
各
位
の
理

一

族
計
画
等
に
つ
い
は
、
集
団

一

一

個
別
に
市
の
保
健
婦
が
指
導

一

一

に
当
っ
て
い
ま
す
が
そ
の
成

一

一

果
が
増
大
し

つ
L

あ
る
現
状

一

一

で
、
今
後
集
団
指
導
を
強
力

一

一

に
進
め
る
計
画
で
あ
り
ま
す

↑

t
一

こ
れ
を
昭
和
二
十
七
年
度
以

一

同

一

降
の
出
生
及
び
乳
児
死
亡
数

一

斉

一

に
つ
い
て
み
る
と

一

薬

一

昭
和
二
十
七
年
度

一

季

一

出

生

一

、

一
九
八
人

一

夏

一

死
亡

・

五
O
人
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の
一

昭
和
二
十
八
年
度

一

班

一

ー出
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4

八
七
一

人

一

十
一

年
度
政
設
予
畑
山
戸
数

生

一

死
亡

七
五
人

一

四

O
戸

羽

一

附
和
二
十
九
年
度

一

分
譲
住
宅
一

O
戸

f
一

出
生
七
四
コ
一
人

一
合
計
市
轡
住
宅
現
在
戸
数

一

死

亡

五

七
人

一

=
一
一
一
戸

↑

和
三
十
年
度
ハ十
二
月
ぷ
日
〉
一
そ
の
使
用
料
は
、
年
約
百
七
ム

一

出

生

七

四

三

人

一万
円
で
.
二
戸
当
り
月
傾
千
二

一

死

亡

二

六

人

一
百
円
弱
に
あ
た
り
ま
す
。

界
と
協
力
と

巴
よ
る
も
の

一
で
更
に
努
力
を
傾
注
し
て
い
る

一以
上
の
よ
う
に
市
で
は
住
宅
難

で
・
蚊
、

蝿
の
い
な
い
住
み

一
現
状
で
あ
り
ま
す
o

一緩
和
の
為
に
・
毎
年
努
力
を
傾

一
@
住
宅
に
つ
い
て

一生
し
ご
い
ま
す
が
、

将
来
、
都

よ
い
部
落
が
増
え

つ
L
あ
る

一
L
現
況

一市
計
町
、
観
光
計
百
と
の
関
連

こ
と
は
喜
び
に
堪
え
な
い

と

一

昭
和
二
十
八
年
の
住
宅
調
査

一性
か
ら
‘
耐
火
家
屋
の
憎
配
位

こ
ろ
で
す
@

一

に
よ
る
と、

本
市
の
住
宅
不

一
と
相
候
っ
て
・
特
に
市
街
地
の

!
‘

一

足
数
は
、

一
、
一
五

O
戸

一
不
燃
化
が
計
図
さ
れ
ま
し
ょ
う

伶
昭
和
三
十

一
年
度
に
は
青

一

で
、
世
帯
数
の
一
一
一一
μと
な

一
し・

一
方
、
近
代
生
活
に
最
も

品
社
宅
.
友
道

(
市
街
地
v
一

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
老

一
週
し
、
し
か
も
、
経
済
的
な
住
宅

を
新
た
に
指
定
が
予
定
さ
れ

一

朽
、
修
理
不
能
戸
数
が
四
割
一
の
研
究
と
普
及
が
将
米
の
大
き

て
い
ま
す
o

一

五
分
で
、
全
体
を
通
じ
県
平

一
な
課
題
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う

.

一

均
一

六
%
よ
り
、
や
ふ
下
廻

一現
状
の
市
営
住
宅
の
配
置
は
、

一一一い
清
掃

一

る
が
・
相
当
逼
迫
し
て
い
る

一別
図
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

美
化
と
一戸
ふ
点
に
力
を
入
れ

一

こ
と
は
事
実
で
あ
り
ま
す
o

一
@
失
業
封
繁
事
業
に
つ
い
て

各
戸
蒐
集
を
増
加
し
・
現
在

一
1
市
営
住
宅
の
現
品

二

、
失
業
対

笠
芝
山
就
併
者
の

「
車
」
十
台
使
用
し
て
・
敏

一

J
i
u

一

取
扱

法
化
を
拡
大
し
・

「
一
一
日

t
一

間

足

十

六

年
日
川
町
の
建

一

失
業
対
策
事
業

へ印刷
介
を
受

一

日

蒐
集
を
励
行
し
て
い

一

昭
和
二
十
七
年
度
建
設
戸
数

一

例
制

限

能

、札

尚

一

認

ォ

一

一
O
戸

一

し
、
失
業

対

策

事

業
紹
介

下
水
道
路
の
掃
除
に

つ
い
て

一

何

じ
一
昭
和
二

燃

は
失
業
対
策
事
業
に
よ
り
ナ

一円'R
M
F
h

A
j

化
を
図
っ
て
い
ま
す
が
.

一
十
八
年

w

v川
市
民
各
位
の
格
段
の
御
協

一
度
建
設

力
を
お
願
い
申
上
ま
す
。

一
戸
数

。

叉
衛
生
的
見
地
と
敏
速
な
処

一
コ
一八
戸

躍
の
た
め
・
現
在
の
既
型
~
V

廃
止
し
.
じ
ん
芥
焼
却
炉
の

一
宅

建
設
を
計
聞
し
て
い
ま
す
。

一
一
O
戸

羽
布
の
状
況
は

一
刀
口
・

一

:

一
肝
不
二

一
日
の
排
出
量

(
市
街
地
の

一
十
九
年

み
)

一一
度
建
設

約
二
‘
九

O
O
貫

一

一一一日

t
四
日
に
一

回

一
戸
数

在行戸
蒐
集

一
三
五
戸

従

事

者

一

O
人

一
昭
和
三

蒐
禁
事
(
荷
車
〉

一
O
台

一汁
一年
波

特
に
夏
季
に
於
け
る
じ
ん
芥
の

一
建
設
予

処
理
に
つ

い
て
は
.
特
別
対
策

一
定
戸
数

と
し
て
三
輪
自
動
車
等
を
動
員

一
三
六
戸

し
て
機
動
力
に
よ
る
迅
速
な
処

一
分
譲
住

迎
に
つ
と
め
、
衛
生
と
街
の
美

一宅

化
の
た
め
に
努
力
し
て
い
ま
す

ご

O
戸

四
、
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の
他
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